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3.結  果 
3.1 回答者の特性  
対象者は男性 48%、女性 52%で女性がやや多く、 
また年代別では 60 歳代が 32%、70 歳代 53%、80
歳代 15%で 70 歳代が最多であった。世帯人員は
１人世帯が 8%、2 人 69%、3 人以上 24%で 2 人世
帯が大半を占めている。健康感はよいとするも
のが 85%、仕事の有無については無職 85%と多数
である。居住年数は 20 年以上が 86%と長期居住
者が多い。  
外出頻度は、週 2 日以下が 19%と最も少なく、











 外出頻度と性、年代について表 2 に示す。男 
女とも外出頻度は週 5 日以上（高頻度）が 40%
以上と最も高く、週 2 日以下（低頻度）が 20%
以下とかなり低くなっているが性差は少ない。
また年代別では週 5 日以上は 60 歳代が 57%と最
表 1. 回答者の特性        単位〔 人 , (%)〕  
表 2. 男女･年代と外出頻度   単位〔人 (%)〕     
　　区　分 　　要　因
　 属  　性 性　別 男性 502 (48.2) 女性 540 (51.8)
年　代 60代 338 (32.4) 70代 552 (53.0)
世帯人員 １人 78 (7.9) 2人 680 (68.5)
健康感 よい 881 (84.5） よくない161 (15.5)
仕事有無 仕事 148 (14.8) 無職 851 (85.2)
居住年数 20年未満 144 (13.8) 20年以上 897 (86.2)
 　外   出 外出頻度 週2日以下 198 (19.0) 週3-4日 381 (36.6)
外出手段 車  567 (55.3) バス他 458 (44.7)
 友人との
  関わり 近所付合い よい 647 (63.1) よくない 378 (36.9)
市内友人有無 なし 349 (33.5) あり 693 (66.5)
市外友人有無 なし 634 (60.8) あり408 (39.2)




2日/週未満 99(19.7) 99(18.3) 47(13.9) 97(17.6) 54(35.5)
3～4日/週　 165 (32.9) 216(40.0) 97(28.7) 227(41.1) 57(37.5)
5日/週以上 238(47.4) 225(41.7) 194(57.4) 228(41.3) 41(27.0)
女性 60歳代 70歳代 80歳代外出頻度 男性
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も多く、80 歳代 27%と少ない。年代と外出頻度の関係をみると、年代が高くなるほど週 5 日以






外出頻度が週 5 日以上では、健康感(よい)・ 
居住年数(20 年以上)・近所付合い(よい)・市内友
人(あり)・市外友人(あり)の全項目が 40%以上と














行われる活動を「交流型」と定義した（表 4 参照）。  




















表 4. 外出行動の分類       
表 3. 健康感.居住年数等と外出頻度 単 位 〔 人 (%)〕   
2日/週未満 137 (15.6) 163 (18.2) 103 (15.9) 91 (13.1) 65 (15.9)
3～4日/週 323 (36.7) 331 (36.9) 255 (39.4) 282 (40.7) 153 (37.5)










図 1.外出目的（複数選択）  
近所付合い よい 646 39 6.0 15 2.3 347 53.7 245 37.9 33.709 3 ***
よくない 378 34 9.0 28 7.4 226 59.8 90 23.8
 市内友人有無 なし 349 48 13.8 27 7.7 225 64.5 49 14.0 109.785 3 ***
あり 690 26 4.0 17 2.5 353 51.2 294 42.6
 市外友人有無 なし 634 60 9.5 21 3.3 340 53.6 213 33.6 14.856 3 **
あり 407 16 3.9 23 5.7 238 58.5 130 31.9
値　自由度　P
余暇型 交流型 χ2乗検定必需型 仕事型
　 (人)　　　　(%) 　 (人)　　　　(%) 　 (人)　　　　(%) 　 (人)　　　　(%)
項目1 項目2 計(人)
表 5.外出タイプと友人との関わり（χ2 乗分析）  
　　 　分類指標
        *
外出ﾀｲﾌﾟ
生活必需性 友人との関わり (定義）
必需性大 少い 買物､医者､家族支援 必需型
必需性大 多い 仕事 仕事型
必需性小 少い 散歩､喫茶飲食､交友､娯楽､趣味(個人)､運動等(個人) 余暇型
































□必需型、 ■仕事型、 余暇型、 交流型
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頻度が低い・市内および市外友人なしが多い。「仕事型」は、男性・60 歳代・居住年数 20 年未
満・外出頻度が高い・近所付合いがよくないおよび市内友人なしが多い。「余暇型」は無職が多































渣分析を行った。その結果は次の通りである（表 7 参照）。 
・外出タイプと性：男性は「仕事型」・「余暇型」が多く、「交流型」は少ない。女性は「交流
型」が多く、「仕事型」・「余暇型」は少ない。 
表 6. 外出タイプと属性・外出 (χ 2 検定含む )  
計(人)
〈属性〉 性 男性 502 29 5.8 30 6.0 305 60.8 138 27.5 23.655 3 ***
女性 539 47 8.7 14 2.6 273 50.6 205 38.0
年代 60歳代 338 17 5.0 30 8.9 211 62.4 80 23.7 52.207 6 ***
70歳代 551 41 7.4 12 2.2 283 51.4 215 39.0
80歳代 152 18 11.8 2 1.3 84 55.3 48 31.6
世帯人員 1人 78 5 5.5 3 3.8 35 44.9 35 44.9 8.186 6 ns
2人 680 44 6.5 26 3.8 391 57.5 219 32.2
3人以上 234 21 9.0 12 5.1 129 55.1 72 30.8
仕事有無 仕事 108 0 0.0 40 37.0 75 13.5 33 10.1 2.261 1 ns
無職 776 73 9.4 0 0.0 481 86.5 295 89.9 注2
健康感 よい 880 43 4.9 37 4.2 501 56.9 299 34.0 49.293 3 ***
よくない 161 33 20.5 7 4.3 77 47.8 44 27.3
居住年数 20年未満 144 9 6.3 11 7.6 83 57.6 41 28.5 6.015 3 ns
20年以上 896 67 7.5 33 3.7 494 55.1 302 33.7
〈外出〉 外出手段 車利用 566 41 7.2 30 5.3 317 56.0 178 31.4 4.651 3 ns
バス他 458 30 6.6 13 2.8 256 55.9 159 34.7
外出頻度 週2日以下 197 39 19.8 5 2.5 120 60.9 33 16.8 103.444 6 ***
週3ｰ4日 380 23 6.1 4 1.1 204 53.7 149 39.2






仕事型 注2 余暇型 交流型
　(人)　 　(%) 　(人)　 　(%) 　(人)　 　(%)
χ2乗検定 注1
 値　 自由度 　P
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・外出タイプと年代：60 歳代は「仕事型」と「余暇型」が多く、「交流型」は少な 





























4.考  察                                        
4.1 外出行動の現状  
都市郊外に居住している 60 歳以上の男女 1,042 人を対象に分析を行った。個人属性について












表 7. 外出タイプと属性・外出・有人との関わり（残渣分析）  
計(人)
 属   性 性 男性  度　数 502 29 5.8 30 6.0 305 60.8 138 27.5
調整済残差 -1.8 2.7 ** 3.3 ** -3.6 **
女性  度　数 539 47 8.7 14 2.6 273 50.6 205 38.0
調整済残差 1.8 -2.7 ** -3.3 ** 3.6 **
年代 60歳代  度　数 338 17 5.0 30 8.9 211 62.4 80 23.7
調整済残差 -2.0 * 5.2 ** 3.1 ** -4.4 **
70歳代  度　数 551 41 7.4 12 2.2 283 51.4 215 39.0
調整済残差 0.2 -3.5 ** -2.8 ** 4.5 **
80歳代  度　数 152 18 11.8 2 1.3 84 55.3 48 31.6
調整済残差 2.4 * -1.9 -0.1 -0.4
健康感 よい  度　数 880 43 4.9 37 4.2 501 56.9 299 34.0
調整済残差 -7.0 ** -0.1 2.1 * 1.7
よくない  度　数 161 33 20.5 7 4.3 77 47.8 44 27.3
調整済残差 7.0 ** 0.1 -2.1 * -1.7
 外   出 外出頻度 週2日以下  度　数 197 40 20.3 5 2.5 120 60.9 33 16.8
調整済残差 7.8 ** -1.3 1.6 -5.4 **
週3ｰ4日  度　数 380 23 6.1 4 1.1 204 53.7 149 39.2
調整済残差 -1.2 -3.9 ** -0.9 3.3 **
週5日以上  度　数 462 13 2.8 35 7.6 254 55.0 161 34.8
調整済残差 -5.0 ** 4.8 ** -0.4 1.1
近所付合い よい  度　数 645 39 6.0 15 2.3 347 53.8 245 38.0
調整済残差 -1.8 -3.9 ** -1.9 4.6 **
よくない  度　数 378 34 9.0 28 7.4 226 59.8 90 23.8
調整済残差 1.8 3.9 ** 1.9 -4.6 **
市内友人 なし  度　数 349 48 13.8 27 7.7 225 64.5 49 14.0
有無 調整済残差 5.7 ** 4.0 ** 4.1 ** -9.2 **
あり  度　数 690 28 4.1 17 2.5 353 51.2 294 42.6
調整済残差 -5.7 ** -4.0 ** -4.1 ** 9.2 **
市外友人 なし  度　数 632 60 9.5 21 3.3 340 53.8 213 33.7
有無 調整済残差 3.3 ** -1.8 -1.5 0.6
あり  度　数 407 16 3.9 23 5.7 238 58.5 130 31.9
調整済残差 -3.3 ** 1.8 1.5 -0.6
　*p <.05,　**p <.01
必需型 仕事型 余暇型 交流型
友人との
 関わり





関連を分析した。その結果、「必需型」は 80 歳代で健康感がよくなく、外出頻度が低い（週 2 日
以下）ことそして市内および市外友人なしが関連していたことは、生活上の必需行動を中心に
している様子が伺え、引きこもりや心身能力の低下につながる可能性が考えられる。「仕事型」
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「属性」は、性/年代(50 歳未満･50 歳代･60 歳代前半･60 歳代後半･70 歳代・80 歳代以上)/世帯構成(単
身･夫婦・親子･他)/仕事の有無/健康感(よい･ややよい･あまりよくない･よくない)/居住年数(10 年未満･










年代（60 歳代(60 歳代の前半と後半を合併)･70 歳代･80 歳以上）/世帯構成(単身･夫婦･他(親子とその他
世帯を合併)）/健康感（よい(よいとややよいを合併)･よくない(ややよくないとよくないと合併)）とし
た。仕事の有無（仕事あり(正社員とパートを合併)･無職(家事と無職を合併)）/居住年数(20 年未満(10
年未満と 10 年以上を合併)･20 年以上(20 年以上 30 年未満と 30 年以上を合併)）/外出手段（自家用車利
用･以外(バス・自転車･徒歩を合併)）/近所付合い(よい(よい･ややよいを合併)･よくない(あまりよくな
いとよくないと合併)）の２変数に再編成した。また外出頻度(週 2 日以下(殆どなし･月 1～3 日・週 1～2
日を合併））・週 3～4 日・週 5 日以上）の 3 変数に再編成した。 
